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2012 全日本選手権フォーミュラ・ニッポン 第4戦 2012年7月15日（日） 富士スピードウェイ

7月14日（土）、全日本選手権フォーミュラ・ニッポン第4戦の公式
予選が、富士スピードウェイ（静岡県）で行われ、No.2 中嶋一貴
（PETRONAS TEAM TOM'S）が、フォーミュラ・ニッポン初の
ポールポジションを獲得した。

好調のTOM'Sだったが明暗が分かれる
　サーキットの上空は、まだ梅雨が明けきらず、どんよりとした曇り
空だ。ノックアウト方式の予選が開始されたのは、午後2時10分。こ
れに先立って行われたF3の決勝中盤から、富士スピードウェイに
は再び雨がパラつき始め、Q1もウェット宣言が出される中で20分
間のセッションがスタート。しかし、路面はほとんど濡れるところまで
行っておらず、全車スリックタイヤを装着してコースに入る。開始か
ら3分でNo.40 伊沢拓也（DOCOMO TEAM DANDELION 

RACING）が最終コーナー立ち上がりでスピン、ストップしてしまっ
た。これで赤旗が出され、予選は中断。マシンが回収されると、残り
17分として再開された。
　各ドライバーは再びマシンの状態を確認。残り6分あまりから、
ニュータイヤでのアタックに入った。ここで、チェッカー目前にトップ
タイムをマークしたのは、No.1 アンドレ・ロッテラー（PETRONAS 

TEAM TOM'S）。No.2 中嶋一貴（PETRONAS TEAM 

TOM'S）がそれに続く。3番手にはNo.41 塚越広大（DOCOMO 

TEAM DANDELION RACING）。さらに、No.19 ジョアオ・パオ
ロ・デ・オリベイラ（TEAM IMPUL）、No.39 国本雄資（Projectμ/

cerumo・INGING）、No.20 松田次生（TEAM IMPUL）、No.8 

ロイック・デュバル（Team KYGNUS SUNOCO）、No.38 平手晃
平（Projectμ/cerumo・INGING）と続く。一方、Q1で敗退となった

のは、No.62 嵯峨宏紀（TOCHIGI Le Beausset Motorsport）、
No.10 金石年弘（HP REAL RACING）、今回がデビュー戦とな
るNo.11 中山友貴（HP REAL RACING）、No.18 折目遼（SGC 

by KCMG）、さらにノータイムとなってしまった伊沢だった。
　7分間で争われるQ2が開始されたのは、午後2時46分。この
時には雨も上がり、路面もドライに。ここで異変に見舞われたのは、
Q1でトップタイムをマークしたロッテラー。｢マシンのセットアップは
何も変えず、タイヤしか換えていないのに、全くグリップしない｣とい
う症状に陥ったロッテラーは、全くタイムが伸びず9番手。まさかの
Q2敗退となった。デュバルも「タイヤの感触がQ1とは全く違った｣
と、Q3進出を逃した。一方、このセッションでトップタイムを叩き出し
たのはデ・オリベイラ。一貴、松田、塚越、No.7 大嶋和也（Team 

LeMans）。No.31 中嶋大祐（NAKAJIMA RACING）が6番手
のタイムを叩き出し、初のQ3進出を果たす。さらに、国本と平手も
Q3に残った。これに対して、Q3進出を逃したのは、前述のロッテ
ラーとデュバル。さらに、No.16 山本尚貴（TEAM 無限）、No.3 安

2012年GTアジアシリーズ 第5戦  決勝結果
 Po No Driver Machine Class Time

 1 1 MOK Weng Sun Ferrari F458 GT3 GT3 40'38.078
 2 33 Hisao SHIGETA Porsche 911 GT3 R GT3 40'55.225
 3 4 Hisanori HAYASHI Porsche 911 GT3 R GT3 40'55.474
 4 9 LI Zhi Cong Porsche 911 GT3 R GT3 40'58.749
 5 30 Frank YU Ford GT3 GT3 40'59.354
 6 22 David LAI Ferrari F458 GT3 GT3 41'17.356
 7 99 Yukinori TANIGUCHI Audi R8 LMS GT3 41'19.016
 8 5 Samson CHAN Ford GT3 GT3 41'27.955
 9 7 Jeffrey/Marchy Audi R8 LMS Ultra GT3 41'29.860
 10 6 Hiro NISHIDA BMW Z4 GT3 42'14.738

周回：22周／天気：曇り／コース：ドライ／出走：19台

2012年アチーブメント全日本フォーミュラ3選手権 第5戦  決勝結果
 Po No Driver Machine Time/Gap

 1 4 平川　亮 広島トヨペットF312 24'23.618
 2 36 中山 雄一 PETRONAS TOM'S F312 9.197
 3 2 Rafael Suzuka MAD CROC TODA F308 9.514
 4 7 平峰 一貴 HFDP RACING F307 18.635
 5 23 佐々木 大樹 S Road NDDP F3 19.792
 6 1 山内 英輝 B-MAX・F312 21.852
 7 37 Richard Bradley PETRONAS TOM'S F312 23.933
 8 8 野尻 智紀 HFDP RACING F312 28.682
 9 20 Gary Thompson KCMG 33.067
 10 35 勝田 貴元 TDP SPIRIT F307 44.253

周回：15周／天気：曇り／コース：ドライ／出走：14台

田裕信（KONDO RACING）、No.32 小暮卓史（NAKAJIMA 

RACING）もここで敗退となった。

コースインの決断がポジションを決める
　8台のマシンによるQ3が開始されたのは、午後3時03分。このセッ
ション開始直前から、再び富士は雨に見舞われ、再びウェット宣言
が出された。しかも、この雨はQ1の時よりも強く、アッという間にセク
ター3の路面が濡れてしまった。そのため、全車まともなタイムアタッ
クはできなかった。その中、まっ先にコースインし、何とか前半区間が
ドライのうちに駆け抜けた一貴が1分36秒694のトップタイムをマー
ク。この滑りやすい状況の中、最後までプッシュを続けて自己ベスト
を更新し続けた松田は5番手。以下、コースインのタイミングが若干
遅れたデ・オリベイラが6番手、大祐が7番手。パドルシフトの調子が
おかしくなってしまった平手は、まともに走れない状況だった。しかも
Q1でコースに入る際、ピット出口のホワイトラインをカットしたというこ
とで、決勝レ－スで3グリッド降格となった。

Lap up Formula NIPPON!
2011 Formula NIPPON
総集編DVD絶賛発売中 
初参戦の若きF1経験者・中嶋一貴が刺
激になったか、実力がありながら“無冠の
帝王”に甘んじていたアンドレ・ロッテラー
がついに覚醒！ 山本尚貴や塚越広大と
いった若手の台頭やロッテラーと前チャ
ンプのオリベイラ、韋駄天・小暮卓史との
激闘など、名場面の連続だった2011年
フォーミュラ・ニッポンをここに再現!! さらに
JAF GPでのデッドヒート、スペシャルインタ
ビューなども収録。
お求めは、J SPORTSオンラインショップ
（http://shop.jsports.co.jp/）、その他
取扱店で。定価3,990円（税込）

J SPORTS
J SPORTSは今年もFormula NIPPONを全戦放
映。サーキットに来場できないファンに、レースの臨
場感をお届けします。

●フォーミュラ・ニッポン2012 第4戦 決勝
決勝 7/15（日） 13:30～17:00 J SPORTS3（生放送）
決勝再放送 7/16（月） 12:00～14:30 J SPORTS1
 7/16（月） 19:30～22:00 J SPORTS3
 7/20（金） 24:30～27:00 J SPORTS1
●フォーミュラ・ニッポン2012 ダイジェスト 第4戦 富士スピードウェイ

 7/28（土） 13:00～13:10 J SPORTS3　ほかリピート放送あり
○番組ホームページ :  http://www.jsports.co.jp/motor/formula_nippon/

BSフジ
決勝日の翌週日曜日（再放送は翌々土曜日）にレー
スダイジェストを放映します。

●フォーミュラ・ニッポン2012 第4戦 富士スピードウェイ
7/22（日） 18:00～18:55［再放送： 7/28（土） 13：00～13:55］
○番組ホームページ :  http://www.bsfuji.tv/top/pub/formura2012.html

GyaO!（オンデマンド放送）
大会終了後14日後、24:00よりオンデマンド配信
http://www.yahoo.co.jp/

サマリー動画も配信中！
フォーミュラ・ニッポン 
公式ウェブサイト
http://www.f-nippon.co.jp
最新ニュースは随時更新。レースのサマリー
動画や、フォーミュラ・ニッポンのことをさらに深
く理解できる特集記事など、レースウィークで
なくても楽しめるコンテンツも満載です。

レアなプレゼントが当たる優勝者宛クイズ実施中！
フォーミュラ・ニッポン 公式モバイルサイト
http://motorsports.ch/fn/index.php

現地観戦には欠かせないライブタイミングを
始めとした速報情報や、動画などの見たい
コンテンツが満載！ スマートフォン（全キャリア
対応）からもアクセス可能です。
※Formula NIPPON公式モバイルサイトは、「モータースポーツチャンネル」 内、
　無料特別サイトとして運用しています。
※docomo, au, SoftBank, スマートフォン共通
※パソコンからのアクセスはできません
※旧サイトの会員情報は新サイトへは引き継がれません。大変お手数ですが
　新サイトにて再度登録をお願い致します。

「全日本学生フォーミュラ大会」車両展示・トークショー
大学・専門校の学生が、小型フォーミュラカーを自分たちで考え、造り、走らせる
のが「学生フォーミュラ」。その企画、設計の内容も審査され、走らせて速さや燃
費を競うことと合わせて採点評価されます。今年は海外勢を含む82校がエント
リー。フォーミュラ・ニッポン第4戦富士の会場では、メインスタンド前イベント広場に
学生たちが作り上げたマシンを展示中。トークイベントもあります！
●「全日本学生フォーミュラ大会」－ものづくり・デザイン コンペティション－ 第10回大会
開催日時:9月3日(月)～7日(金)
開催場所:エコパ(小笠山運動公園・静岡県袋井市)
入場無料(受付にて入場パスをお受け取りください)
※8月9日(木)～10日(金) 富士スピードウェイ駐車場にて全国大会に向けた合同
試走会も開催されます。

ネッツカップヴィッツレース2012関東シリーズ 第3戦  予選結果
 Po No Driver Car Time

 1 62 デパマン石渡 N群馬FK光生APP Vitz R2'17.363
 2 22 北田 和哉 N千葉シュポルト3MμVITZ 2'17.586
 3 5 小野田 貴俊 N東埼玉ワコーズEDVitz 2'17.875
 4 66 沖井 宣隆 東京IRCμMLヴィッツ 2'17.885
 5 8 イシカワ ヨシオ 東京IRC岩松μML Vitz絆 2'17.940
 6 13 蓮田 昭男 DjacWmヴィッツML 2'18.093
 7 108 峰 幸弘ley 犬印NヤサカファクターVitz 2'18.328
 8 51 横田 剛 KYC Vitz TRZ 2'18.602
 9 520 森井 健太 DjacMLWMELDVitz 2'18.806
 10 921 青柳 クニトシ エンドレスT-RISEヴィッツ 2'18.854

天気：曇り／コース：セミウェット／出走：44台

突然の雨にほんろうされた予選
No.2 中嶋一貴が勝負どころを読んで初ポールを奪取！
2位は大嶋、3位にポイントリーダー塚越がつける。ロッテラーはQ2脱落…

SUPPORT RACES Result (Top10)

本紙への広告掲載のお問合せは：
株式会社 日本レースプロモーション
〒102-0074 東京都千代田区九段南2-3-25
03-3237-0131　http://www.f-nippon.co.jp

ランボルギーニ・ブランバン・スーパートロフェオ・アジアシリーズ第2戦  予選結果
 Po No Driver Class Time/Gap

 1 37 Anthony/Davide PRO 51'17.570
 2 10 Terashima/Yasuoka AM 52'08.620
 3 3 Chen/Yuan AM 52'09.065
 4 24 George/Max AM 52'23.726
 5 6 Andrea/Bob AM 52'49.822
 6 2 David/William PRO 54'16.326(*)

 7 38 Alex/Hanss AM 52'10.469
 8 12 Ishikawa Motoaki AM 2 Laps

 9 99 Charlie-Ro Chariz PRO 2 Laps

 10 22 Ida/Hashinoto AM 3 Laps
*:+1'30.000　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周回：27周／天気：曇り／コース：ドライ／出走：16台

Rd.1 4/14,15 鈴鹿サーキット
Rd.2 5/12,13 ツインリンクもてぎ
Rd.3 5/26,27 オートポリス
Rd.4 7/14,15 富士スピードウェイ
Rd.5 8/4,5 ツインリンクもてぎ
Rd.6 9/22,23 スポーツランドSUGO
Rd.7 11/3,4 鈴鹿サーキット
SPL. 11/16～18 FUJI SPRINT CUP

2012 フォーミュラ・ニッポン年間スケジュール

予選速報電子版「QUALIFYING NEWS FLASH Plus」には紙面では伝えきれな
いコンテンツがイッパイ！ 全ドライバーの写真、マシンの写真、動画や、普段は見ることの
できない公式通知など情報満載！ 予選速報を読み終えたらQRコードからアクセス！！ 

左のQRコードからアクセス！

※コンテンツ内容は予告なく変更されることがあります。ご了承ください。

無料



Round 4 FUJI Preview

Round 4 FUJI Topic

中嶋 一貴 PETRONAS TEAM TOM’SPole Position 2No.

　予選前に雨がパラつき、スリックかウェットかどちらの
タイヤでいくか迷うコンディションでしたが、出てみたらド
ライに近く、（チームメイトの）アンドレ（ロッテラー）とのタ
イム差も大きくなかったので、その流れの中で微調整を
続けました。Q3では雨が降るところからのスタートでし
たが、幸い一番前で出ることができたうえ、本当はQ1、
Q2のように計測2周目でタイムを出すつもりが雨が本降
りになったので、急きょ早いタイミングでアタックしました。
2007年のGP3以来、（FNでは）初ポールポジションで
すが、わりとラッキーな部分もあるのであまりはしゃぐの
もどうかと。ただ、常にポールを獲るつもりでやってるし、
それが今回実現したということです。重要なのはレース
に向けて一番前から出られることと、1点重ねられたこ
とで、シーズン通して考えるととても大きなことなので、そ
の部分ですごく良かったと思います。

大嶋 和也
Team LeMans

2nd 7No.

国本 雄資
Project μ/cerumo·INGING

4th 39No.

　Q3は雨が降ってきたので、チームと相談し、アタックを早め
にしたほうがいいと、急きょ予定を変更しました。1コーナーがう
まくいったので調子にのってコカ・コーラコーナーに飛び込ん
だら、止まり切れずコースアウトしてしまって…。その後、焦って
加速しましたが焦って良かった（苦笑）。飛び出したときはもう
ダメだと諦めかけたんですが、降り続いたらこの周しかないな
と思って走り続けました。その結果、2番手になったので、もの
すごくラッキーです。決勝は気持ちを切り替えて速く走れるよ
うに準備をしたいと思います。

気持ちを切り替え、
速く走れるよう準備する

松田 次生
TEAM IMPUL

5th 20No.

塚越 広大
DOCOMO TEAM DANDELION RACING

3rd 41No.

ジョアオ・パオロ・デ・オリベイラ
TEAM IMPUL

6th 19No.

タイムスケジュール（決勝日）
8:00 〉〉
	 	 	8:30	 Formula NIPPONフリー走行 

8:30 〉〉
	 	 	8:40	 Formula NIPPONスタート練習 

 9:05 〉〉
	 	 	9:30 Vitz 決勝 （8周）

10:10 〉〉
	 		10:50 F3 Round6 決勝 （21周）

11:10 〉〉
	 		11:50 PIT WALK

12:10 〉〉
	 		12:50 GT Asia 決勝 （40分）

14:00 〉〉Formula NIPPON Rd.4 決勝（55周）

16:10 〉〉
	 		17:00 Lamborghini （50分）

　この富士大会、注目の選手と言えば富士の
マスコット“チェカ”を務めている松田次生と平
手晃平だろう。“次チェカ”こと松田は天候が激
変する予選を果敢に戦い、決勝の5番グリッド
を掴み取った。「前に行きたい」というレーサー

“次チェカ”＆“平チェカ”の決勝レースに期待！
今大会デビューの中山友貴にも注目

POINT STANDINGS

Po. No. Driver Point

1 41 塚越 広大 23

2 2 中嶋 一貴 20

3 40 伊沢 拓也 17

4 1 アンドレ・ロッテラー 15

5 19 ジョアオ・パオロ・デ・オリベイラ 14

6 20 松田 次生 9

7 7 大嶋 和也 9

8 8 ロイック・デュバル 6

第3戦終了時点

Pick Up!

　朝は思うような順位ではなかったので、エンジニアと相談し
て予選に臨みました。悩んでいた部分が改善されましたが、
最後（Q3）は出ていった順番で（順位が）決まってしまったの
で、タイミングを逃したな、というのが反省です。セクター1は意
外とグリップしたのでまだいけるのかと思ったんですが、コカ・
コーラコーナーに入るともうしっかり濡れていたし、セクター3
は最初からスリックは厳しい状況でした。ですが3番手にいる
のは悪くないので、（決勝では）しっかりとポイントを獲って、ポイ
ントリーダーをキープできるようにがんばります。

ポイントを獲って、
トップをキープしたい

　Q1、Q2はドライコンディションだったんですけど、思ったよ
うなマシンバランスではなく、グリップ感が足りなかったので、
少し苦しんだんですけど、何とかQ3に残ることができました。
Q3はそのままドライで行ったら、7番手とか8番手ぐらいという
感触だったんですけど、雨が降ったので「これはチャンスか
な」と思って必死に攻めて。自分の限界は出し切れたかなと
思いますし、4番という結果には満足しています。決勝では、ス
タートを決めて、表彰台を目指したいですね。

雨はチャンスと思って
必死に攻めた

Q3ではJP（デ・オリベイラ）が前に居て、引っかかってしまった
んです。出るタイミングが悪すぎた。（コンディションが悪い中、
自己ベストタイムを更新し続けたのは）自分の中で、とにかく前
に行きたい、という気持ちだけでした。それがうまくタイムにつ
ながったのだと思います。オートポリスで自分に合うセットが見
つかり、トップとつねにに争えるタイムが出ているので、そういう
意味でQ3はガチで勝負したかったですね。トップ争いはハー
ドですが、ピット戦略含め、チーム力を結集していい戦いがし
たいですね。

決勝ではチーム力を結集して
いい戦いがしたい

　Q3に行く自信はあったし、Q2のアタックでも少しミスしたか
ら、そのマージンを考えたら、さらにタイムを伸ばせると思って
いた。でも、Q3前にセットアップのことを話し合っていて、外を
見ていなかったら、突然“雨だ”って。そこでタイヤをどうしよう
かって、チーム全体が混乱して、出て行くタイミングが遅れてし
まったんだよ。レースでは、タイヤのデグラデーションがどうなる
かが重要だから、ウォームアップでクルマの状態を確認して、
レースでの作戦を考えたいと思う。

突然の雨で
チーム全体が混乱してしまった

5

8
ロイック・デュバル
Team KYGNUS SUNOCO
TOYOTA RV8K
Q1: 1'26.341
Q2: 1'26.646

Formula NIPPON
Starting Grid Race start:

14:00

2

2
中嶋 一貴

PETRONAS TEAM TOM’S
TOYOTA RV8K

Q1: 1'25.907
Q2: 1'25.976
Q3: 1'36.694

10

20
松田 次生

TEAM IMPUL
TOYOTA RV8K

Q1: 1'26.280
Q2: 1'26.042
Q3: 1'40.495

7

16
山本 尚貴
TEAM 無限

Honda HR12E
Q1: 1'26.781
Q2: 1'26.802

P.P.

1
アンドレ・ロッテラー

PETRONAS TEAM TOM’S
TOYOTA RV8K

Q1: 1'25.811
Q2: 1'26.417

9

19
ジョアオ・パオロ・デ・オリベイラ
TEAM IMPUL
TOYOTA RV8K
Q1: 1'26.147
Q2: 1'25.758
Q3: 1'40.616

6

10
金石 年弘

 HP REAL RACING
Honda HR12E

Q1: 1'27.974

13

38＊

平手 晃平
Project μ/cerumo·INGING
TOYOTA RV8K
Q1: 1'26.493
Q2: 1'26.396
Q3: 1'44.812

4

7
大嶋 和也
 Team LeMans
TOYOTA RV8K
Q1: 1'26.648
Q2: 1'26.318
Q3: 1'38.674

3

3
安田 裕信
KONDO RACING
TOYOTA RV8K
Q1: 1'27.038
Q2: 1'26.813

11
中山 友貴
HP REAL RACING
Honda HR12E
Q1: 1'27.981

8

18
 折目　遼

SGC by KCMG
TOYOTA RV8K

Q1: 1'28.256

12

32
小暮 卓史

NAKAJIMA RACING
Honda HR12E

Q1: 1'26.933
Q2: 1'27.016

16

41
塚越 広大

 DOCOMO TEAM DANDELION RACING
Honda HR12E

Q1: 1'26.112
Q2: 1'26.152
Q3: 1'40.034

11

31
中嶋 大祐

NAKAJIMA RACING
Honda HR12E

Q1: 1'26.618
Q2: 1'26.349
Q3: 1'40.631

14

39
国本 雄資
Project μ/cerumo·INGING
TOYOTA RV8K
Q1: 1'26.178
Q2: 1'26.351
Q3: 1'40.252

15

40
 伊沢 拓也
 DOCOMO TEAM DANDELION RACING
Honda HR12E

予選日：	2012年7月14日（土）		出走17台
Q1：天候：	小雨のち曇り／路面：	ウェット＆ドライ
Q2：天候：	曇り／路面：	ドライ
Q3：天候：	雨／路面：	ウェット
予選通過基準タイム：	1'31.817 : 107%

※本グリッドは公式予選結果を元に予選速報編集部で作成したもので、主催者による公式発表ではありません。
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62
嵯峨 宏紀
 TOCHIGI Le Beausset Motorsports
TOYOTA RV8K
Q1: 1'27.829

ラッキーな部分もあるが、
常にポールを獲るつもりでやっている

キーを握るのは国本、大祐の若手ドライバー
スタートでベテラン勢を抑え込めば大金星もある!?
　中嶋一貴の初ポールで終わった第4戦富士の
予選だが、ランキングトップの塚越広大も3番手に
つけた。一方、実力者が後方に沈んでしまう波乱
の展開が発生。チャンピオン経験者の中では、松
田次生の5番手が最上位。以下、ジョアオ・パオロ・
デ・オリベイラは6番手、アンドレ・ロッテラーは8番
手、ロイック・デュバルは9番手からスタートすること
になってしまった。また、前回チームメイトの塚越と
ともに1-2フィニッシュを果たし、ランキング3位につ
けている伊沢拓也にいたっては、まさかの最後尾

スタートという結果になってしまった。
　これに対し、元気の良さを見せたのは、参戦2年
目の若手。国本雄資は4番手、中嶋大祐は7番手
と、いずれもこれまでの自己最高ポジションを得る
ことに成功している。今日の決勝レースで、ある意
味キーを握るのは、この若手2人かもしれない。ちょ
うど彼らの回りに並ぶことになるベテランや実力派
にとって、今日のレースの中でも第一に重要なの
が、スタート。彼らは、必ずここで狙ってくる。それに
対し、全体にギヤ比がロングとなる富士で、国本と

大祐がどんなスタートを切
るのか。ここで若獅子たち
がポジションキープ、あるい
はポジションアップを果たす
ことになると、ベテランと言え
ども上位浮上は難しくなる。
その場合は、彼らが初表彰台獲得というフレッシュ
な話題を提供してくれる可能性も十分だ。
　だが、逆に彼らがスタートで出遅れた場合は、
ベテラン勢がそれを見逃すはずはない。こうなると

レースの行方も混とんとしてくるはずだ。一貴と塚
越が、このまま上位で逃げ切ってしまうのか。そこ
にライバルたちが肉薄するのか。その点が、今日
の最大の見どころになるはずだ。

　フォーミュラ・ニッポンの取材記者にはお馴染み
となったフリースタイルの公式会見「サタデーミー
ティング」。富士での第1部は今大会でフォーミュラ・
ニッポン初参戦となった中山友貴がゲストに招か
れ、参戦に至る経緯や今大会への抱負を語った。
　第2部では白井裕JRP社長が会見。来季から

富士でも好評のサンデーミーティング
Jリーグチーム川崎フロンターレとの交流が今大会でも続く

嵐の予選が新しい流れを呼び込んだ！
決勝レースでも若い力が押し切るか!? それとも実力者の逆襲か!?

の本能をQ3で発揮して見せ、決勝レースでも
さらに上を狙う走りを見せてくれそうだ。一方、
“平チェカ”こと平手はちょっと苦い予選となっ
た。Q3まで進出したものの、マシントラブルに見
舞われ予選8番手。しかもQ1でのミスも有って、

＊	Car	No.38は、国際モータースポーツ競技規則付則L項第4章第5条違反（ホワイトラインカット）
　により、決勝レース3グリッド降格のペナルティを科す。
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───────── 以上予選通過 ─────────

決勝スタートでは3グリッド降格となってしまった。
「Q3はシフトダウンができなくなってしまって。
Q1では最後に出て行く時に、ホワイトラインを
カットしてしまったんです。自分のミスです」との
こと。しかし、「富士ではクルマの調子がいいで
すし、今回も走り出しから速かった。自信はそこ
そこある」と決勝での巻き返しを狙っている。
　そしてもう1人、注目選手がいる。今大会が
フォーミュラ・ニッポンのデビュー戦となる中山友
貴だ。「SUPER GTの富士でポールポジション

という結果を出せたことで、フォーミュラ・ニッポ
ン参戦の可能性をホンダさんに尋ねました」。
難しい交渉もあったそうだが、2戦のスポットな

がら念願のシートを手
に入れた。「レベルの高
いレースであることは分
かってますが、少しでも
上位を狙っていきたい」
とこの富士、そしてもて
ぎへの抱負を語った。

の新シリーズ名もすでに決定しており、次戦のツイ
ンリンクもてぎで発表されるということや、2014年
のニューシャシー選定が順調に進んでおり、国内
外のコンストラクターの提案を検討していること。
来年の韓国大会も日程調整を行っていることなど
が語られた。

　そしてJリーグ・川崎フロンターレ戦（6月30日、
等々力競技場）のデモ走行に触れ、「サッカーの
ファンにもフォーミュラ・ニッポンの非日常的な魅力
が伝わったと思う。プロスポーツ協会加盟社との
交流を今後も続けていきたい」と語った。さらに川
崎フロンターレから、走行した中嶋一貴、塚越広大
にそれぞれのカーナンバーをあしらったユニフォー
ムが贈られたことも披露。そのお礼も含め、この富
士の決勝のゴールでチェッカーフラッグと共に、フロ
ンターレのフラッグも振ると発表した。

Team Pit 1,2 ＊ ＊ 19,20 41,42 ＊ ＊ 8 7 31,32 ＊ ＊ 38.39 16 ＊ ＊ ＊ 10,11 18 ＊ ＊ 3 ＊ 62 ＊ ＊ ＊ ＊
34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 4 1

▲1st Corner


